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報告書の構成と環境経営の全体像

リコーグループがどのように環境経営を推進しているのかを、

その全体像(3本柱と基盤)に基づき、説明しています。

このページでは、報告書の全体構成、2005年度の社会からの主な評価や

掲載内容が簡単にご確認いただけます。

リコーグループの環境経営の全体像
(報告書の構成)

省資源・
リサイクル

省エネルギー・
温暖化防止

汚染予防

●報告書の構成

この報告書は、リコーグループの環境経営の

全体像と同じ構造になっています。

まず「環境経営の考え方」から始まり、

「製品に関する取り組み(3本柱)」

「事業所に関する取り組み(3本柱)」

「環境経営の基盤」

について説明しています。

製品の活動領域

事業所の活動領域

環境経営の基盤
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■ 2005年度の社会からの主な評価

ト ーマツ審査評価機構の「環境格付」で
2年連続AAAの評価
リコーは、トーマツ審査評価機構が、日本企
業49�社を対象に、2005年度版の環境報
告書とホームページの情報をもとに実施し
た「環境格付」で、最上位のAAAの評価を受
けました。

エコファンド、SRIファンド等への組み入れ
日本においてリコー株式は多くのエコファンド、SRIファンドに組み入れられ、
運用されており、モーニングスター社会的責任投資株価指数にも2003年の創
設時以来組み入れられています。また米国ダウ・ジョーンズ社によるDJSI ( ダウ・
ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス) に4年連続で、英国フィナンシャルタ
イムズ社とロンドン証券取引所の合弁会社FTSEインターナショナル社による
FTSE4Goodグローバル・インデックスに3年連続で組み入れられました。

環境マネジメントシステム
環境経営情報システム
エコバランス
環境会計
グリーンパートナーシップ
環境教育／環境啓発
環境社会貢献
環境コミュニケーション
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リコーグループの環境経営とは環境保全と利益創出の同時実現です

リコーグループの「環境経営」は、環境保全と利益創出の同時実現を意味し

ます。これを「環境技術開発」「全員参加の活動」によって推進しています。

「製品」および「事業所」、それぞれについて「省エネルギー・温暖化防止」

「省資源・リサイクル」「汚染予防」の3つの領域で活動を展開し、その活動

を効率的に推進するために「環境経営の基盤」を整備しています。
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特集／環境経営の現場から

現場で展開されるリコーグループのさ
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INTERVIEW
読者の皆様に、活動をより身近に感じていただ
けるよう、関わった人々のインタビューを掲載し
ています。

F O C U S 社会からの関心が特に高い活動については、
FOCUSとして詳しく紹介しています。




